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板橋区内の介護保険事業者の皆様へ
板橋区の保健衛生行政に、ご理解とご協力を賜り、ありがとうございます。
この結核通信は、板橋区の結核の状況をお伝えする目的で作成しました。
是非ご一読お願いいたします。
患者発生状況　　各年1月～12月の状況
	
	2015年
	2016年
	2017年
	2018年
	2019年
	2020年

	結核新登録患者数（人）
	115
	111
	86
	99
	85
	97

	（内訳）
喀痰塗抹陽性者数（人）
（入院が必要な人）
	44
（38%）
	42
（38%）
	25
（29％）
	37
(37％)
	39
（46％）
	35
（44％）

	潜在性結核感染症者数（人）
（結核菌に感染しているが、
発症はしていない人）
	25
	25
	40
	77
	40
	44





介護保険事業者の皆様へお願い
○早期発見のため、年に1回の胸部レントゲン検査をお勧めください。
新登録患者のうち70歳以上の割合が高いまま推移しています。
かつて結核がまん延していた時代に感染していた人たちが、高齢や疾病、生活習慣などの要因が重なり、免疫力低下を起こし発病しているためです。
また、結核で入院される方の経過を確認すると、何年もレントゲンを撮っていないケースが散見されます。
訪問診療（在宅医療）を受けている方は胸部レントゲン検査を受ける機会が乏しい場合もあります。医療機関への受診の際に胸部レントゲン検査を依頼する等、定期的に実施できる機会があればお勧めください。
　
○食欲低下や体重減少、倦怠感などが長く続く場合は受診をお勧めください。
結核は、咳・痰、微熱、倦怠感などの症状がよくなったり悪くなったりしながら進行していきますが、高齢者は免疫力や身体機能の低下から、発病しても呼吸器症状を呈さない傾向があります。食欲低下、微熱の継続、倦怠感、なんとなく元気がない、体重減少なども注意が必要です。このような症状が長く続いている方には受診をお勧めください。
○結核治療中の方の服薬支援にご協力ください。
　　結核の治療では、抗結核薬を複数、6か月以上服用することになります。保健所では治療完了まで服薬を見守る支援を行っています。患者の服薬管理状況により、介護保険事業者の皆様に支援をご相談する場合もございます。ご協力をお願いいたします。

　
○結核の広がりを防ぐため保健所が施設等の調査を行うことがございます。
　《流れ》
1.医療機関からの発生届出を受け、保健所が結核患者またはご家族から発病までの経過などを確認します。
 2.他の人に感染させる可能性があると判明したら、結核患者との接触時間や環境・支援内容を調査します。結核を発病されている方がいないか、職場健診の結果をお伺いする場合もあります。
　 3.保健所で接触者健診の対象者・健診時期の決定を行い、対象の方に実施方法（場所・検査法など）につ
いて連絡、調整いたします。
　 ※　呼吸器症状のある方は接触者健診を待たずに、呼吸器内科を受診してください。
　 ※　結核菌に感染しているだけでは他人に感染させることはありません。
　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　結核・感染症に関する問い合わせは　板橋区保健所感染症対策課　感染症相談指導係
※平日午前９時から午後５時　　TEL：03-3579-2321
FAX：03-3579-1337
結核通信（介護保険事業者向け）　


発行：板橋区保健所感染症対策課感染症相談指導係　　　令和4年4月





※左表（罹患率の推移）：1年間に保健所に届出のあった結核患者数を人口10万対比で表しています。





2020年は新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、症状があっても受診を控え、受診の遅れが生じる可能性があること。受診しても、新型コロナウイルス感染症以外の感染症を疑わず、結核の診断に遅れが生じる可能性があることが全国的に危惧されていましたが板橋区では新登録患者数の大きな変化はありませんでした。


高齢者の結核患者が多い状況が続いています。令和2年に診断を受けた結核患者の約半数が70歳以上でした。


また、板橋区の特徴として、働き盛りの30歳代や50歳代が多く、何年も職場健診を受けていない事案が散見されました。








